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少子社会の必然：二つの要因
• 結婚・出産にかかる行動変容：

晩婚化・未婚化（初婚年齢の遅れ）晩産化（第一子出産年齢の遅れ）

• 人口学的な構造的要因

出産期にある女性数の減少に伴う子ども数の低下
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出所：『令和4年版 少子化社会対策白書』第1-1-8図および第1-1-3図（https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/w-2022/r04pdfhonpen/r04honpen.html）

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/w-2022/r04pdfhonpen/r04honpen.html


日本は、1950年代に急速に進行した出生力転換（3.65から2.00へ）後も出生率は継続的低
下。2020年、人口動態調査の確定結果によると、出生数は840,83５人、合計特殊出生率は
1.33であった。

3出所）『令和4年版 少子化社会対策白書』 p.5 第1-1-4図 （file:///C:/Users/sawako/Downloads/s1-2.pdf）より



Gender inequality is a globally common agenda. It 

will take 132 years to reach full parity. 

Source：https://www.weforum.org/reports/global-gender-gap-report-2022/infographics-
145b9111f2#report-nav 4



低い女性の管理職割合

出典）『男女共同参画白書 令和5年版 全体版』1-15図（https://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/r05/zentai/pdfban.html）



経済活動と市民生活（政
治）におけるジェンダー格
差が大きい

出典）『男女共同参画白書 令和5年版 全体版』11-2図と11-3図より
（https://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/r05/zentai/pdfban.html）



Gender Parity・Gender Equity・Gender Equality

•男女差の解消（統計的均等）

•多様な背景、多様な属性によって異なる立ち位置の配慮（公平

性）

•ジェンダー平等を達成するまでの多様な過程

• 諸制度の前提のみなおし：女性の生き方・女性として期待される役割
• 無意識のうちに埋め込まれた想定からの解放
• ゲームチェンジにはリスクとコストがつきもの

イノベーションはこれまで通りの道を歩いていては起こりえない
新たな人材発掘と育成への投資なくして、未来の発展はない


